
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

単元名 学習項目

理性への疑念

日本人の精神風土

仏教と日本人の思想形成

他者・自然とのかかわり

現代の諸課題と倫理

定期考査

中国の思想

近代と人間尊重の精神

社会変革の思想

学習内容や学習活動 評価の材料等

論語等を読み、中国の思想を学ぶ。

古代、中世の人間観を振り返りつつ科学革命を理
解する。
資料を通して近代の思想家たちの思想の根底にあ
るものを理解する。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

カントとヘーゲルの思想を通して人格と人倫の問
題を考える。
社会の変化とともに現れる近代思想について考え
る。
近代の理性主義と個人の問題を考える。
現代思想における人間観について理解する。

よりよい社会を築くため他者と自然とのかかわり
を考える。
日本の気候風土と精神の在り方を考える。
仏教が日本思想に与えた影響と考える。
儒教が日本思想に与えた影響と考える。

日本社会に根差す国学と独自の文化を考える。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

生命倫理や家族問題、情報操作など現代社会に存
在する様々な問題を考える。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

単元名 学習項目

学習内容や学習活動

人間とは何か

キリスト教
イスラーム

仏教

期末考査
定期考査

単位数

第
3
学
期

儒教と日本人の思想形成

期末考査
定期考査

第
１
学
期

人間の尊厳と人倫の思想

近代思想の展開

人間観。言語観の問い直
し

庶民の思想

人間の心の働き

ギリシアの思想

令和８年度　　　　　公民科　　「政治経済」シラバス

教科書

単元名

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間の在り方生き方につていの理解と思索を
深めるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民と
して必要な能力と態度を育てる。

中間考査

評価の材料等

中間考査

2 学科・学年・学級 第３学年選択者

副教材等 なし東京書籍「倫理」

「人間」という存在について様々な資料から学
び、主体性の確立と自己理解を学ぶ。
「認知」という働きについて、様々な視点から学
習する。
ソクラテス・プラトン・アリストテレスを中心と
する古代ギリシアの思想を理解する。]
資料を通して、ユダヤ教の特質とイエスの思想を
理解する。
資料を通してイスラームを理解する。
仏教が日本思想に与えた影響を考える。

・授業中の様子
・グループワークへ
の取り組み
・ワークシートへの
取り組み

学習項目



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

主体的に学習に
取り組む態度

現代の社会的事象と人間としての在り方生き方とにかかわる基本的な事柄を理解し、基本的知識を
有し、その探求のために効果的に資料を活用する技能を身に付けている。

現代の社会と人間にかかわる事柄から課題を見いだし、社会的事象の本質や人間の存在及び価値な
どについて広い視野に立って多面的・多角的に考察し、社会の変化や様々な考え方を踏まえ公正に
判断して、その過程や結果を適切に表現している。

現代の社会と人間にかかわる事柄に関心を寄せ、それらの事柄に関する諸資料を主体的に収集し、
有用な情報を適切に選択して、効果的に活用しており、その事柄に関して考察することができてい
る。。

思考・判断・表現

知識・技能

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

　授業で扱うのはそれぞれの思想や宗教の基礎的かつ重要な部分だけです。そこで関心を持った思想や宗教があれば、自分で
詳しく調べてください。膨大な読書によってしだいに倫理の実力がついていきます。また思想や宗教の生まれた背景を知るこ
とも重要です。歴史とともの現代の抱える問題を理解するためには、新聞を熟読し自分の考えを持つことも大切です。


